
囲ノ上山花筒岩に於けるExtinct　H皿1o　Type　A．

　3・蛯紋岩の花樹岩化との比較

　蛇紋岩が花嵩号化を受ける場合相互反圃こよる興味深

い累梢配列の生成がSierra　Nevada，13）Shet1乱ndI日1an

d昌14）等に於て報告されてい乱之箏の反魑儒はいずれも

酷似する様であるが，例えばSierm　Nev乱d乱のもので

は蛇紋岩棲から州ご向って　1）滑石襯；蛇紋石，滑石，

少量の撤簡石及斜長石の残存，微量の織泥石，2）滑石

一陽起石帯；内部一滑石，陽起石・織泥石，鐵鑑，スピネ

ル等，中外部一陽起石ρ埼加，少量の織泥石，鐵鑛，スピ

ネル　3）黒雲母糟；少量の織泥石英他等の配列がある。

　之を奉岩のそれ≒鏡物的に比鮫す客と本岩の周縁相の

内部はSie正r乱Nevad乱の2に，外部は3に類似するが，

核部及周塚相の最内部は後着の1とは稽異なり無色角閃

石，淡色化した褐緑角閃石で代表されている。

　叉組織からみると本岩の墜成葡はSier正a　Ne柵曲等

のもの様に明瞭な累葡を成さないで著しく分相が不明瞭

．である。

　之等の原因は原岩が一方は種々の高温な岩漿的鑛物か

らなり且不均一な岩石であるのに反し・他方は理一な低

温製成鏡物（蛇紋石）から成る比較的均一な岩石である

13）αA．Macdom1d：Pmg贈日ve　Meta日。m品ti日m
　of　Sθrpen㍍ne　in　the　Seirfa　Nev乱d乱。f　C齪1iforn－

　i日；ム皿肌皿iheral．，XXVI，p．274，（1941）．

14）　IlL　H，R脇d：0皿Zonea鴉日。oiation日。i　an柾

　go正ite，七乱1o，aotionali蛇，oh］orite，and　bioti拓in

　Un日毎，Shetland　I81and日；Min．Mag．，XXIII，

　I〕．519，（1934）一

15〕蛇紋岩の凝成は線簾石角閃岩相程度のもので・本

　岩のそれよりも低度のものである。　Sie皿a　Nev沈a

　のものは花筒岩とは直接接し榊・。叉黒帯は元素の

　移動速度によることが大であろう。

こと騒って此陵を中心として全ての方向に反腫が均一な

過程で進みそうであることの豫想されること，更に又雨

着の製戒時の熱英他の要素の相連15）等に曲るものだろ

う。

　叉各帯の化學組成からみてSi帥乱Nevadaのもので

は第2，第3帯の間に蛇紋岩と花樹岩との境を推定して

いる。本脚と於ても周縁相の最内及内部の面相では超屋

基虞の鑛物が残存するが，外部相では之が全くみとめら

れな1、・馳から内部相と外部相との境が板印超騒基岩の影

響の蝿い部分と花樹岩の影響の強い部分との境と屯考え

ら．れないことは無いO

　要するに之箏すべての超騒基性岩の花嵩号化は英皇成

度，原岩並避大岩液の諸性質等に依って稽差異は生ずる

が捕獲1着と岩漿との所謂reGipr㏄刮いeaCtiOn観念から

すれば捕獲岩・岩漿等が類似する場合には類似した傾向

の鋳物相の生成することは當然のことである㌦

　4．ノーライトと花歯岩との關係

　此超霞基性岩の花樹岩化の観察はこれと同源盟である

ノーライト生成が花嵩岩謹人以前であるとの推定に有力

な一材料を與えたこと・叉花崩号化によって生成する鏡

物相が明瞭にされたこと等に叉一面の意義があると思

う。

　本研究は春木教授の懇切な御指導の下に行われたもの

で，費用の一部は自然科學研究費によったものである。

叉現地調査に當って下伊那触方事務所の方々特に齋藤勝

太郎・佐々木久一・村松金治・小平清司・原科庄三・教

育闘榛前澤富貿保，矢亀勝俊，一喬木村市酒信男，内山延

男諸氏に負うところ犬であった。滋に同教授始め教室各

位並に之等學外開係各位に封し筆者は深甚な謝意を表し

たい。　　　　　　　　（1950年9月24日）

田ノ上山花陶岩接鰯帯に於けるEx亡inct　HaIo　Type・A．

Extミnct　Ha1o“TypθA”此und－in仇θBiotitθin　thθContact　Zonθof

Tanakami二yalηa，§higa　Prθfθcturθ，J＆Pan・・By　Ichikazu　HAYAsE・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　早　　瀬

　〔縮電〕堆積岩に於てその歴史を指示ナるものとして

化石があると同様に花騎岩に於てその固結以後の歴史的

生蔵物として多色牲ハロがある。　Hen砒朋。n　l〕はハロ

を成因的に二大別し長い地質時代を通じて未だ放射能的

活珪な核鑛物をもつものを・“醐tivθb冊1o”，既に放射性

を失った核鑛物をもつものを“extinct　haIo”とし，前

着を正号漿的，後者を熱水的産物であるとした。更に

“趾timt　halo”を細分してA．温．C．D四つのタイフに

分けている。例えぱこ土にあ付る“6xtinct　h皿10，七ype

A”（以下Aハロという）とは核鑛物が非常に小さい単

純輪のハFで脇Fの飛程をあらはすものである。これ

は18μ前後の比較的薄い色の誰純な圓で，・棲鑛物ぽ直蟹
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地　　　學　　　　第　3　鏡

2μ以下である．　　　　　　　　　　　　　　．　あるがそのうちこLに主としてムハロの分布及びその意

筆者は田ノ上山花嵩岩に於ける各種のハロを研究中で　　義についての解発繕黒をのべ孔

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　岡ノ上山附近地質圖

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　戸

曇麦．

与｝一十
　　十
　　　十

．一一 G1・

十

．十

7J。・一一 D

　　“

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　砂6†
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　千十　　　｝

剰卯薫鮒
　　　　　　・ト十十十十十十．十十←　　　　十　　　　　汁・十十十。十十㌔・。†。十、・。㌔・、〃千十

　　　　　　’ト十十十十†十十十化十　　　†

無実事1婁銚瓢1
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋→十　　　　　　十、＿十
　十十十十十十十十→十十十十十　　　⊥十十
十十十一十†十十十十十十十千十　　〆〃十←十
　十十十十十†十十千十十千十、．十十　　十十十十十一1一一1・・1・十一1・十十十十・ト十千十　　　　十十
十　十　十　十　十　十　十　十　→　十　十　十　・←　十　　十　十　　　　十→

十十1；十十十十十十十十十十十十　十　十
　十　十　十　十　十　十　　　　　　　　　　　　　　　　　　　←

十十十←十÷十十十十→十十　　十十←千　　　十戸÷十十　十←十　十十十十→十　　　∠÷
十十十干十十十十十十→十　　十．．・…十十中十十
←十十←←十十十十十十　十十→　十十十→十　十十十十一1・十十⊥十→　　　．1’　千十十十・1一　　十　　　　十　　÷　〃・ト十　　十　　十÷十十・1・十十十
　　　　　　　　　　　　十　　　・ト　・1・　　十　　　十　・1・〇十　十　寸
　　　　　　　　　　　　　　　十　・ト　　　十十　十　十　・1・十　十
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　十　十　÷十　十
　　　　　　　　　　　4砺顯黙洛

　　Q石英斑岩・　　K古琵琶拐i層群　　　I看山野
　　P　秩父古生層　　　　工　石英粗面砦質岩脈　　一II　石　山　寺

　　G　花　箇　砦　　　　F　観　　　冒　　　　　III・蘭　　　郷

　〔四ノ上山附…匠の地質並に花崎岩の特瞳〕地質圖に示

ナ如く用ノ上山花樹岩は古生管中に東西約14粁南北約

7秤の樹副形露出をなすトム朕貫入港膿である。一南郷

西方袴腰山，鹿跳北方立木観音尾根，鹿跳東南方倉省南

方の尾摂，田代北部の尾根，金勝寺山ではいづれも花魁

砦上に牛島状に浮いた古生暦が産ゲ‘正OOi”の接鰯部を

示している。圓口ちドームの側面の接鰯部を連ねる線は略

三橋固形をあらわすがドームの属の部分．i地質圖上で凹

凸が甚だしい。

　花樹岩は一般に黒雲母種粒花嵐岩（以下O・児。Gとす．

1る）でペグマタイトに富み，これに伴う氣成作用により

黒雲母が織泥石化して所謂優白質の花飼岩となる場合も

・多く少量の白雲母を件ぶこともある。この種の花嵩胤ま

風花藩しく田ノ上地域一帯に見られる特有の悪地地形を

」なしている。局部的例えば局⊥晒方鈴鹿，南郷洗堰，新

1田場，一枚附近には中粒細粒黒雲母花嵐岩が存在するが多

色牲ハロ，パーサイトの形，黒雲母の性質が共1箇の屯の

で粗粒C．1B．Gと同一花嵩岩である。一黒雲母は褐色一

IV
v
VI

表

立木湿書
距　跳　橋
一田ノ上山不動寺

1．

Si02

Ti0壇

A1208

Fe．O。

亙eO

CaO
MlgO．

MnO．
K20．

N助O
＋H．0
TOtal

－H20

VII田　　代　　X祠　生
vIIIξ大　鳥　居

IX　金　厨　寺

　工．

73，35

　0．08

15，12

　0，46

　1，38

　0，99

　0，07

　0，02

　4，60

　3，98

　0．52

100，57

　0．幽

　2．

71，92

　0．06

16，85

　0，31

　0，83

　0，90

　0．㏄

　0．鵬

　4，24

　4．1O

　O．86

100ユ6

　0．43

分析者吉囲庖次郎巽

1．滋賀縣甲賀郡雲井村西側勅旨間
z　石山南方，南郷附近赤尾

3一度跳橋北方，立木鰯音下

　3．

74，62

　0．09

13，69

　0，21

　0，97

　0，90

　0．O1

　O．03

　5，05

　4，20

　0．70

100，46

　0．27

淡黄色の中心を宥しミルメカイト溝遣の緑色部の織をも
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囲ノ上山花開岩に於けるExtinct　m乱。　Ty脾A。

つ。これは弗繋を含有する黒雲母語）4〕で屈折斡ま一般に

低く緑色部は特に低い。

　これらの黒雲母は著しい二次的聖化を受けない限り一

般にThハロを含むノ〕長石にパーサイトが多くこの中の

曹長石の形ま特徴ある短冊状の長方形“be旺d目”が多く

これらを“Vein，’が連ねている。か」る形態のパーサ

イトを古つ花嵩激まとの附近てば笠置の細粒花崩岩に少

量認められるのみである。代表的な花樹岩の化學成分は

表1に示す如くで比較的アルカリに富み北自川花樹岩，

笠置花開岩と別種のものである。

　〔田ノ上山邊繍に於けるAハロの産服〕

　ムハロはかつてJoly2）により　“emamtion　halo”

として記載されたものと同一である。㈱劃田ノ上山花

鵠岩ではいづれの接鰯部でも黒雲母ホルン7エルスが出

家でいる魔てば常にこれカ視られる。

第1日　鹿跳、大石川湖含の

　“ju回t　oon㎞ot”崎面日

皿O・…一部片理をもつ黒雲母ホ

　　　ルy7エルス
AP・…捜鰯部の岸花開砦費部分

Po9・…黒雲母。石英よ）なるベ

　　　グマタイト資岩石
G！・。．．C．B．G

　（1）鹿跳附近圖1は

麗跳橋西南方大石川曲合

に於ける花樹岩とホルン

フェルスの　“ju前COn－

t乱Ct”である。接鰯面は

略主垂恵でこれに沿い角

礫レンズ状のホルニ／フェ

ルスが准雫行に並び生花

闇岩質な部分がその間を

埋めている。これらのC．

B・G、との聞には更に1O

～50極の巾の黒雲母，石

英よりなるペグマタイト質の帯がある。ム八目は黒雲母

ホルンフーエル列こ最も多く弐いでペグマタイト質黒雲母

に散見せられC・R　G申の黒雲母には極めて少い。一方

Tbハロを主とする
　　　　　　　　　　　　　　　第　2　■
“舳tive　h皿1o”はO．

B．Gに最も多く他には

少く黒雲母ホルンフェ

ルス中では殊に少い。

圃2はこの接鰯部の一

部を蹟犬した麟面でホ

ルンフェルス娯多少片

乙。♂わρ

霧萎襲名
■■・．■■i＾舳・一‘→

□1と同一場所・掴著大し枇もの

理をもち微粒の褐色電氣石を含むものセ，この片理に沿

脚謹　Jolyはハロの牛樫として皿2μ・17・2μをあげ

　でいる。この後者に梢當ナるものとしてRnを考え

　ているがHende正日。nによるAハロ（R藺F）と考へ

　た方が適當である。一生た理歯はRaC’．R旺A八目を

　件はぬことである。

うて生花樹岩質な細線が入りこみ・怜もこれが放射性物

質を持って來たかの如くにζれに接するホル1ノフエルス

中の黒雲母にハロを多く含む。生花嵩岩質部及ペグマタ

イト質黒雲母に於ける“乱。tjve　halo”はThの第二輪

である27μのものが僅に認められるに過ぎない。ペグマ

タイト質黒雲母中のムハ1コでは或る部分に逆ハロが見ら

れる。この部分の黒雲母と正常なムハロを含む部分の黒

撃母は色が多少異る。従來逆ハロは過度のα温子投射に

よるものとされ賢験事費も之を誼明しているが，A八目

に遡八回の存在すること及び母膿黒雲母の性質が蟻化し

ている黙より・黒雲母の性質の聖化による逆ハロの生成

が考えられる。（表2の（1）12））

表2　　　A八日の大きさ（孚樫．単位μ）

　1　　　2　　　3　　　4　　　5　　’6　　　7　　8　　　9　　　10

17．3　（17．2）　16，2　17，6　16，7　16，7　16．6－16－2　16，2　16，2

17．3　（1τ5）　16－9　　　　　17，4　16，6　16，6　16，0　16，9　17．6

1ア．5　｛1アーア）　16－2　　　　16，4　　　　　　　　　17．1　16，317－1

16－9　（17．1〕　17‘4　　　　　　　　　　　　　　　　16，6　　　　16－2

18．2　（17．7）16，9　　　　　　　　　　　　　　　17，6　　　　16，2

18．5　　1ア．4

17．8　　I7，3

17，8　　16，7

18．2　1尺6

18，2　　17，3

16．2

　　1．塵跳橋西南方大石川出合，ホルンフェルス（πO）

　　　　薄片上にて測定

　　2．同上・ペグマタイト質黒雲母（771）・雲母片に

　　　て測定，　（　〕中は逆ハロ

　　3一蛙岩陶石採掘所ペグマタイト質黒雲母（762），

　　　雲母片にて測定
　　4．同上　弁花開岩（762），薄片にて測定

　　5．同上花筒岩（761），薄片にて測定
　　＆金勝李接鰯部，黒雲母ふルンフエルス（593），

　　　圃3の（X），薄片にて測定

　　7．同上花璋岩国3の（G〕，薄片にて測定
　　8一同上・竣成岩酌花閥岩　圃4の（M），薄片にて

　　　測定
　　臥龍王山北尾根・珪化合栃榴石　ホルンフェルス

　　　（395）・圖5の（H）・薄片にて測定

　10．同上　牛花岡岩一圖5のF，薄片にて測定
（謎）八日ガ不完金である場合も多い故，測定敷は必

　ずしもム八回の多少を意味しい。

　（2）珪岩陶石探掘所　こムでは上方が立木翻晋の尾

根で古生層が“エ。o｛”となつて被ってし、る。この接胴部

に近い優白質花嵩岩が陶石として掛掘されている。この

花樹岩は黒雲母中に著しいTb八回をもち42｛2アμの
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地　　　學

ムハロが多く随伴的に16．4－17．4μのムハロを伴う。ペ

グマタイト質，生花鵠岩質部分では前者は減少し後者は

簿加する。（表身の（3）（4）（5））

　（3）金勝寺北尾根　金勝寺山は年島状に花蝿岩．ヒに

残った古生暦の“mof　pe皿曲nt”でこムに多くの接鰯

部が見られる。圖
　　　　　　　　　　　第3圓　金勝寺北尾根悩面目〕

3は金勝寺北登山

道途中に割られる

接鰯部及捕獲岩次

ホノLソフェルスで

C．R　G中に晶洞

炊の生花樹岩塊を

伴う。Aハロは牛

花樹着にもあるが

捕獲岩状果婁母ホ

ルンフェルス’こは

極めて多くC．B．

■　　十　　　　　　　　4帆
　　　　　　　ガ．1一　　→　寸

卿蝋十
6　　　4　　＋　”

十

X一・’C8．G申の黒雲母ホルンフェルス

　　捕獲砦
F…・崎層
Ap・…　隼花筒砦資畠洞

G…　　C．B．G

3　號

（C）では黒雲母が

熱水製質を受けて

ハロは認められな

い。

　（…毫2の（9〕（1O））

　（5）金勝寺山

南谷　圖6は金勝

寺山南谷に於ける

“・O・fpen恥nt”

の一部と考えられ

る捕獲岩様ホルン

フェルスで母岩は

第5回　寵王山、北尾根露頭二断面酎

糸紳1
τ伽｛lll
且…　珪化され牝含柘酒石。黒雲母ホル

　　yフェルス
C．・・一一部分文鋼碧造をし牝C．B．G

F・…細粒花樹砦

P…　晶洞ペグマタイト

Q…　石英細脈

G申には少い。（妻2の（6〕t7）（8〕）

　叉固4の如くホルンフェルス中に岩床駅に入ったC．

B・Gの末端に於て黒雲母が“C1Ot”をなした部分があ

　　　　　　　　　　　　　　　　　り，あたかも黒
　　　第4口　金豚寺北尾根｛動画8，

　　　　　　　　　　　　　　　　　色ホルソフエ

山一・…黒雲母の。lotある饗威砦的花蝿砦

G・…　o－B．Gの岩床

A・…花協岩に切られている隼花盛砦細脈

且’…　含量氣石、黒雲母董青石ホルyフェ

　　ルス

ルス中に長石の

愛蔵斑晶が出來

た如くに見え

る。この黒雲母

にもムハロが多

く，C．B．Gが

“active　h乱一〇”

に富むのと好対

照をなしている。

との様な黒雲母

の“ClOt”のある製成岩的花嵩岩は金勝一三雲にわた

りかなり魔く存在しやはりムハロに富む。この種の岩石

はRa含有量が著しく少いき｝圖4は花嵐岩質入に先立

って黒雲母永ルンプニルス中に存在した孚花嵩岩質細豚

である。

　（4）龍王山北尾根　圖5は寵王山北尾根に射られる

“rOOf”の接腰部でこムでも珪化した含柘榴石黒雲母ホ

ルyフヒル列H）に多くのムハロがあり細粒孚花闇岩質

部（F）には少い。“ju日t　oont舳t”のペグマタイト質部

淵　京都工繊大，淺山助教授の測定によればR胆
　O，77x101一里g／9　（金力雰），　　R與≡O－43x1O－12g／9　（三

　雲）

C．B．Gであるが，黒雲母は織泥石化し優白質である。

ホルンフエノレスの上盤側とC．RGとの界は非常に明瞭

であるのに反し，下盤側はホノいノフエルスより生花鵠岩

　　第6日　金勝榊南谷露頭欄面副・　質の茨白色岩石

　　　　　　　　　　　　　　　　　に漸移し繕≡に紬
　・1・キ十†十←

l11微ξl11器111
・…　千川・0いと　RG側が角礫状
　十“十“†→→十†十十†　　に壁緯された程
　　　　　　　中　　　　　　　　　　　　　　　　　度の低いミロナ
　■・…　優白質C．B，G
　亘．．．．懸母ホルンフェル椛｛まどる雲　　イドが出來てい

　　　母の特に多い界　　　　　　　　る。圖（H）の部
　A・…捕獲砦申の細腕な牟花薗岩質部分
　o。一一．屡膵さは優自費C．．B．Gとぽ鮒　　にもムハロが見

　　　て酬ける部分　　　　　　　　　られるがむしろ

（A）部の方に多い。ハロの大きさは17伽一1字・1μであ

る。優白質のC．B，Gには黒雲母の製化めためハロが見

られない。

　〔田ノ上山花園岩艘調蓼に於けるAハロの分布の図握〕

　以上の如く田ノ上山花崩岩に於てはAハロは接鰯岩に

多く，　Th系の“active　halo”は花嵩岩中に多い。

禦成岩的な花樹岩質岩石中にも頻繁にA八目が見られ

“aotivθhalo”が少い。かくして一般に“extimt　hムlo”

が花嵩岩そのものム中よりも之に貫入された先夜岩石中

に多いことは著しい特色と云い得よう。こ上に注意すべ

きは接鰯岩に全く闘係のないと考えられるペグマタイト

等にAハロの件’うことで，これは花嵩岩中の“ClO日蝕

目y目tem”としてRaFの集中を意味するもので量的に多

いものではない。花開岩自身並にペグマタイト中に或る

程度ムハロが見出されることは花樹岩の出來上る前の状

態が“Magm冊”であれ或ひは“Migmべであれ，こ

の期間中に饒にDが壌1製を進めてかなりの量のR棚が
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新潟縣西頸域郡下の新生代厨について

拙來ていたことを意味する。故に物理學的には當然の事

であるがMagma（Migma）の状態に於ても固鐘状態

の花開岩中と同一際件で壌鍵を鰻けて索たことになり，

その間・RaG．Heの生成蓄積も行はれたであら㌦こ

の黙より岩石中の錯，ヘリウムによる地質年令決定を再

吟味する必要がある。この場合後着が前者より有利であ

・る鮒まヘリ・ウムの商溜に於ける珪酸申の著しい蹟敵性の

ためである。（Magma，Migm乱・hV乱中に於て放射性

物質の壌製速度が一定であった事はU：ACUの一定で

あることよりも立謹しうる。）

　〔結　　竈〕

　（1）Ex七i皿。t　balo，typo　A（ム＾口）は花樹岩その

ものに於けるよりも接鰯岩，捕獲岩に多く，“aCtiVe

b冊10”はこの遡てあろ。

　（2）ムハロは接鰯岩中の“ju目tco皿taot＝’に最も多

し、o

　（3〕“extimt　halo”の多い花嵩岩は製成岩起源の

ものであると推察しうる。

　（4）岩石中の錯，ヘリウムによ季放射自動腕質年令

決定には岩石生成以前の錯，ヘリウムを考慮に入れる必

要がある。
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本研究は文部省科事研究費による。種々御教示を賜っ

た春本教授，初田功教授，淺山勘致授に深謝する。荷

花嵩岩分析値，地合有量測定値は淺山助教授，吉田

直衣郎革士の御好意によるものである。

新潟縣西頸城郡下の新生代暦について讐

　　　　　藤本信治・藤田和夫・駒谷郁夫
　　　　　森下　　晶・澤井　　清・隅田　　賢
On　the　Cenozoic　Form乱tions　of　Nishik曲iki　Distエi硫，Niig肌協Prefθo倣re．

　一．　ま　え　が　き

　冨山縣・石川縣下の第三紀暦は・この敷年來・京都犬

學・資源科研究所・地質調査所石油課を中心とする人々

の構力的な調査により，次第に輪郭があきらかになりつ

つあり，その概要注池邊展生（1）によってまとめられてい

る。また新潟縣下の第三紀贋も・油田調査を中心として

進められ・一贋金原均二（2）によって総括される段階まて

き’ている。池麹（1）が當山縣下における八尾層群蝋にはじ

まり卯辰山系暦などに終る一群の地層に封じて加越累層

廿本稿わ，日本地質學會第57年鼻術大倉に舳・てr新

　潟堆積盆地面濠の地質學的諸問題」と題して講演し

　たものである。

榊必1越累暦群の定義わ「岩稻層群にはぢまリ，卯辰山

　累層渡とによって経る一群の地居」となっているが
　その後池邊（ヨ）自らによって岩稻暦群わ，八尾厨群中

　に編入された。

群とゆう名鰯を與えたのは，上記雨着の類似性よりみて，

絡來新潟縣下の第三紀盾も，この累層群に一括されるこ

とを豫患して命名したものと聞いている。レかしながら

それと同時に両者の相異性もまた硬調されねばならない

のである。新潟・富山の縣魔となっている飛騨山脈の北

端は・これら第三紀暦の連絡をたって日本海にせまり・

親不知の険をなしているが・これは第三紀暦以來の新潟

・富山爾堆積盆地の脳rrie平でもあったものであろうか。

またいわゆる「糸魚川一静岡鯨」とよばれる地質構造線

はパ果して貴社するのか・賢在するとすればとの相異

性に闘連していかなる地質學的な意味おもつものであろ

うか。

　富山盆地では池邊展生・中世古寺茨郎（1）らによって・

　　　　　　　　　　　　　　　　ト徴化石層序學釣に犬呑級・上皮紙・礪波輝・大秦級など

の標準層序が設定され新潟盆地では・金原（2）によって・
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The position (B--!) of the Na-ion is on the re­

flection plane, the symmetry of halloysite is per­

sisted -as it is after such ion-exchange has been 

taken place. 

An example of the granitization of the 
ultrabasic rock in Ryoke-Zone, Japan 

By Hajime YOSHIZAWA 

An ultrabasic mass is intruded; being sepa­

rated into several irregular blocks with a diameter 

of a few meters by a porphyritic biotite granodio­

rite, the contact part of which is represented by 

a tonalitic facies. 

The ultrabasic rock is a cortlandite with a 

vein-formed hornblende gabbro, and mainly con­

sists of olivine, hypersthene, browh hornblende, 

and bytownite as primary minerals, and colourless 

.hornblende-browinish green hornblende, biotite, 

pleonaste, clinochlor, talc, and calcite as the 

product.a of granitization. 

Around each irregular block of the ultrabasic 

rock, there exists a ·fine-grained metasomatised 

marginal zone composed of colourless hornblende, 

light brownish green hornblende-actinolite, biotite, 

quartz, andesine, sericite, clinochlor, and talc; from 

the relative proportion in amount of the mineral 

assemblages, the innermost part of the marina! zone 

is charact.erized by andesine and colourless horn­

blende, while the middle part by actinolite, and 

the out;er part by biotite. 

Through the ultrabasic core and the marginal 

zone, the evolutional change of the amphibole does 

not keep pace with that of the biotite; in the 

former the brown and the colourless hornblendes 

change into the green one with the index of refrac­

tion being lowered in the_ direction from the core 

to the margin, while in the latt;er the change in 

composition is not evident. 

Judging from the mineral facies, this graniti­

zation seems to pass the course from the Amphi­

bolite-Facies to the Green-rock Facies, and to re­

semble in many respects to that of the serpentines 

from Sierra Nevada and Shetland Islands, though 

the former being of rather higher grade than that 

of the latters. 

Extinct Halo " Type A " found in the 
Biotite in the Contact Zone of 

Tanakami-yama, Shiga 
Prefectu,re, Japan. 

By Ichikazu HAYASE 

The pleochroic halo has been classified by G. 

H. Henderson into two groups, namely active halo 

group and extinct one. In the ciontact zone of 

Tanakami-yama, the extinct halo "type A" is 

found in abundance especially in the hornfels and 

its allied rocks in the immediate neighbourhood 

of granit.e, while it is not so ciommon in the 

granite itself. The granite rich in extinct halo 

"type A " ·is considered to be of metamorphic 

origin. Therefore in the case of the radioactive 

age determinati<m of rocks by means of helium 

method or lead method, it is essential to ascertain 

the presence or absence of the extict halo. 

On the Cenozoic Formations of 
Nishi-kubiki District, 

Niigata Prefecture. 
By N. FuJIMOT, K. FUJITA, I. KoMATANI, 

A. MORISHITA, K. SAWAI, M. SUMITA 

In summer 1949, the authors surveyed Nishi­

kubiki district, Niigata Prefecture that is the inter­

val of Toyama and Niigata sedimentary basins. 

They described the stratigraphy, the geological 

structure, and the correlation of that district. Again. 

they tried to discuss on some problems which should 

be resolved in future, specially about volcanostrati­

graphy, Nanbayama formation that had never been 

discovered, geological structure, and the new view­

point in relation to the strata. 

Crude Oil and Radioactivity. 
By Zin'itirO HATUDA 

A summary of radioactive studies on crude oil, 

natural gas and Jirine water by many investiga-
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